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近年、様々な材料を“インク”に電子回路や

ナノ構造等を自在にプリントするプリンタブ

ルテクノロジーの実現に注目が集まってきて

いる。特に、磁性ナノ粒子をインクに用いるこ

とができれば、無機材料のもつ磁性特性をプリ

ンタブルに実現することができる。また、

Fe3O4 はハーフメタルとしても知られ、その伝

導電子の高いスピン偏極率により、トンネル磁

気伝導を利用したスピントロにクスデバイス

材料の候補としても研究されている。 

我々はオレイン酸修飾 Fe3O4 ナノ粒子をオ

レイン酸中で合成し、単層吸着制御した Fe3O4

ナノ粒子（図 1）の磁気光学カー効果を測定し

ている。その結果、基板上の巨視的に離れた場

所（最大 3mm）においても同程度のカー回転

が観察されている。1）また、ナノ粒子層間を繋

ぐ（E）（3,4-dihydroxystylyl）phosphonic acidを

用いることで、ナノ粒子多層膜を作成すること

に成功している。 

本発表では、ナノ粒子単層膜および多層膜の

カー回転角をランジュバン関数で解析した結

果を示す。（図 2）ナノ粒子薄膜を様々な厚さ

の SiO2 酸化膜上に形成させ、カー回転角を測

定したところ、ナノ粒子薄膜の磁化の大きさが

文献値と比べ、最大 10 倍に増強されることが

分かった。この理由として SiO2 酸化膜での干

渉によるものと考えている。多層膜のカー回転

角測定の結果から、この下地による増強が何層

まで影響するのか議論する予定である。 

1) Hojo et al. J. Mater. Chem. C, 4, 1263-1270 (2016) 
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図１ Fe3O4ナノ粒子単層膜の走査電子顕微鏡

（SEM）像 

 

図 2 ナノ粒子単層膜の規格化カー回転角とランジ

ュバン関数 
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